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科学コミュニケーションの教育と ELSI 
─九州大学における事例 

 
小林 俊哉（九州大学） 西村 友海（九州大学） 

kobayashi.toshiya.303@m.kyushu-u.ac.jp 

ははじじめめにに

九州大学大学院では、科学コミュニケーション

を応用した研究倫理教育の試行を 2013 年度から

2022 年度まで 10 年間実施した。本大会ではその

試行から得られた知見の概要を報告する。 
併せて九州大学では人文・人間環境・経済・法

の各領域の教員がその専門分野を生かしつつ、領

域内だけでは成しえない学際的研究をおこなっ

ていく協働研究委員会（九州大学 人社系協働研

究コモンズと呼称）を形成し、活発な学際融合を

目指して活動を行っている。その中でも ELSI に
関わる普及啓発の取組に焦点を当て以下に報告

する。 
  
１１．．九九州州大大学学大大学学院院ににおおけけるる科科学学ココミミュュニニケケーーシシ

ョョンンをを応応用用ししたた研研究究倫倫理理教教育育

九州大学大学院では、科学技術コミュニケーション

を応用した研究倫理教育の実践を 2013 年度から十
年間に亘って行っている。その内容は、九大の大学

院生に「STS ステートメント」を作成させ、福岡市内で
開催するサイエンスカフェにおいて作成したステート

メントを市民に向けて公表し、その内容について市民

と率直なディスカッションを行うというものである。STS
ステートメントとは、科学技術の発展が、これま

での人類史の中で社会に及ぼしてきた影響を正・

負の両局面について把握し、未来へ向けた科学技

術と社会の新しい関係構築のために個人個人が

すべきことを明記した宣言（ステートメント）で

ある。本報告では、2014年度から 2022年度までの
9年間の STSステートメント・サイエンスカフェの実践
が、参加した大学院生の研究倫理感にどのような影

響を及ぼしたかを明らかにする。 
  
11..11 九九州州大大学学大大学学院院 SSTTII 政政策策人人材材育育成成ププロロググララ

ムムのの概概要要  
九州大学は、文部科学省「科学技術イノベーショ

ン政策における『政策のための科学』」の一環である

「基盤的研究・人材育成拠点整備事業」１の採択を受

け、2013 年度より科学的な根拠に基づいて政策立

案のできる人材養成のための科学技術イノベーショ

ン政策専修コース（研究代表者：永田晃也教授）を設

置した。同コースは 2022 年 4 月に「科学技術イノベ
ーション（STI）政策人材育成プログラム」と改称し今
日に至っている。同プログラムでは、科学技術イノベ

ーション政策に関する基礎理論や、実践的な政策

分析手法等を習得するための「コア科目群」、東ア

ジアのイノベーション・システム、環境・エネル

ギー政策、地域サステナビリティなど、九大の置

かれた地理的特色にフォーカスした「固有科目群」

によって構成されている。これらの各科目は、大

学院基幹科目（展開科目）として九州大学の全大

学院生（修士・博士課程）が履修できる。また「科

目等履修生」として社会人も受講することを可能

とした（履修条件有）。そして４科目以上８単位履

修した学生には「履修証明」を授与するものとし

た。 
同プログラムのコア科目として、「科学技術社

会論概説」が設けられた。同科目は、STI 政策の

対象となる知識生産活動と知識の普及プロセス

に対する理解を、行為主体間の相互作用と捉える

視点から深めることをねらいとした。教育目標と

して科学技術の発展が、これまでの人類史の中で

社会に及ぼしてきた影響を正負の両局面につい

て把握し、未来へ向けた科学技術と社会の新しい

関係構築のために個人個人が何をなすべきか、受

講者が主体的に考える資質と能力を育成するこ

ととした。受講者個別の目標として①科学技術と

社会の相互関係の理解を深める、②STI 政策に関

する社会的合意形成の政策手法の基礎知識を得

る、③受講者が個別に「STS ステートメント」を

作成し発表できるようにするという３点を設定

した。講義内容として、科学技術社会論の各テー

マに沿った講義を受け、講師とのディスカッショ

ン、受講者による「STS ステートメント」の作成

と発表等を実施した。 
  
11..22 SSTTSS スステテーートトメメンントトととはは  
「STS ステートメント」とは、前述のように科

学技術の発展が、これまでの人類史の中で社会に

及ぼしてきた影響を正負の両局面について把握

し、未来へ向けた科学技術と社会の新しい関係構

築のために個人個人がすべきことを明記した宣
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言（ステートメント）である。受講者は文系、理

系が混在しているため、理系受講者には、先ず自

分の研究テーマの概要の記述、次に、その研究テ

ーマの成果が将来社会に及ぼす影響を予測し以

下の①から⑤の軸に沿って記述する。①広く製品

やサービスとして社会に普及した場合に何が起

こるか、②環境に及ぼす影響として予測できるこ

と、③文化や社会に及ぼす影響として予測できる

こと、④①～③を考察して、問題が発生しそうな

場合に、自分はどう行動するかの記述。文系受講

者には、先ず、自分が関心を持つ科学技術の課題

の概要の記述、次に、当該課題が社会に及ぼす影

響の予測の記述、そして、当該課題が社会に及ぼ

す影響に、自分自身がどう向き合うかを以下の軸

に沿って記述する。①予測の正確性をどのように

担保するか、②環境、文化、社会に及ぼす影響に

どう対処するのか、③①と②について具体的な問

題が起きそうな場合に、自分自身はどう行動する

かの記述、以上を理系・文系受講者共に宣言とし

てまとめ、広く社会に公表する。以上が STS ステ

ートメントの概要である。以上の要領で作成した

STS ステートメントは、公共の場でサイエンスカ

フェを開催し、その場で作成者である受講者自ら

が市民に公表し、市民からの質問・コメントに応

えることとした。 
  
11..33 22002222 年年度度 SSTTSS スステテーートトメメンントト・・ササイイエエンンスス

カカフフェェのの概概要要  
2022 年度の STS ステートメント・サイエンス

カフェは、2023 年 3 月 18 日に Zoom を使用した

オンライン方式で開催した。このサイエンスカフ

ェは、誰でも参加自由とし、20 名を定員として先

着順締め切りとした。サイエンスカフェには福岡

市民と九大関係者合計 20 名が参加した。冒頭に

発表者の小林が趣旨説明を行い、続いて受講者 3
名（1 名理系、2 名文系）が STS ステートメント

を発表した。それぞれの発表について、市民ある

いは専門家の視点から、課題の捉え方や政策的な

考察に関する意見、具体的な取り組み内容を問う

質問などがあり、オンラインではあるが極めて活

発なディスカッションとなった（右の図１を参照

されたい）。 
  
11..44.. 質質問問票票調調査査にによよりり大大学学院院生生のの倫倫理理感感にに及及ぼぼ

ししたた影影響響をを検検討討  
STS ステートメント・サイエンスカフェの狙い

は、大学院生の研究内容の将来社会への影響を把

握し、負の影響が生じそうな場合は、その対策案

を受講者自身に考えさせることであり、その検討

内容を、広く市民に公表し、市民と課題を共有し、

市民の率直な批判を仰ぐことにある。将来研究者

となる可能性を有する大学院生にとっては市民

とのサイエンスカフェにおける科学技術コミュ

ニケーションの中で、社会への説明責任を実感さ

せることである。それが実現できたか否かを検証

するために、各年度において STS ステートメン

ト・サイエンスカフェ終了後に質問票調査を実施

した。以下の表に、研究倫理に関連する４設問に

ついての受講者の回答結果を示す。受講者には、

各設問について、「当てはまる」、「どちらともいえ

ない」、「当てはまらない」と、それぞれの中間段

階の 5段階のリッカートスケールから１つを選択

させた。下記の表のアラビア数字の５は「当ては

まる」、４は「当てはまる」と３の「どちらともい

えない」の中間を示す。 
調査期間は 2014 年度から 2022 年度までの９

年間である。 
  
  

  
図１ 年 月 日に開催した ステートメン

ト・サイエンスカフェの告知リーフレット
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表 ステートメントを発表した大学院生の質問票調査結果

（ 年度～ 年度）

年度 年度 年度 年度

実施日 年 月 日 年 月 日 年 月 日

発表者（大学院生）数 ４名 名 名

設問：改めて自分の研究テーマの

社会的意義は何か考えた

： 名

： 名
： 名

： 名

： 名

設問：「社会の中の科学」という

観点を強く意識した

： 名

： 名
： 名 ： 名

設問：自分の研究内容を誠実に参

加者に伝えなくてはと感じた
： 名

： 名

： 名

： 名

： 名

設問：研究倫理は大事だと感じた
年度はこの設問

は無かった。

： 名

： 名
： 名

 
表２ ステートメントを発表した大学院生の質問票調査結果

（ 年度～ 年度）

年度 年度 年度
年度

（オンライン開催）

実施日 年 月 日 年 月 日 年 月 日

発表者（大学院生）数 ３名 名 ３名

設問：改めて自分の研究テーマの

社会的意義は何か考えた

： 名

： 名

： 名

： １名

： １名

： 名

： 名

設問：「社会の中の科学」という

観点を強く意識した
： 名

： 名

： １名

： 名

： 名

設問：自分の研究内容を誠実に参

加者に伝えなくてはと感じた
： 名

： 名

： 名

： 名

： 名

設問：研究倫理は大事だと感じた
： 名

： 名

： 名

： 名

： 名

： １名

 
表３ ステートメントを発表した大学院生の質問票調査結果

（ 年度～ 年度）

年度
年度

（オンライン開催）

年度

（オンライン開催）

年度

（オンライン開催）

実施日 年 月 日 年 月 日 年 月 日

発表者（大学院生）数 ３名 ２名 ２名

設問：改めて自分の研究テーマの

社会的意義は何か考えた

： 名

： 名
： 名 ： 名

設問：「社会の中の科学」という

観点を強く意識した

： 名

： 名
： 名 ： 名

設問：自分の研究内容を誠実に参

加者に伝えなくてはと感じた
： 名

： 名

： 名
： 名

設問：研究倫理は大事だと感じた ： 名 ： 名
： 名

： １名
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11..55 考考察察とと今今後後のの展展望望  
直接に研究倫理に関わる「設問：自分の研究

内容を誠実に参加者に伝えなくてはと感じた」

は、9 年間の各年度の合計 26 人中の 21 人が

「当てはまる」を選択した。そして「設問：研

究倫理は大事だと感じた」については、 8 年間

の各年度の合計 22 人中の 17 人が「当てはま

る」を選択した。 
この結果から、9 年間の STS ステートメン

ト・サイエンスカフェによる科学技術コミュニ

ケーション活動が、受講者に研究倫理を意識さ

せる契機となったといえるのではないかと考え

る。 
しかし有効性について結論を出すことは、時

期尚早である。被験者数がまだまだ十分とは言

えないからである。本教育実践は今後も九州大

学において継続的に実施するので、引き続き調

査を継続し、母数を確保しつつ調査の信頼性を

高めていき、その結果を報告していく所存であ

る。 
 
２２．．九九州州大大学学  人人社社系系協協働働研研究究ココモモンンズズににおおけけるる

EELLSSII のの取取組組みみ  
九州大学では人文・人間環境・経済・法の各領

域の教員がその専門分野を生かしつつ、領域内だ

けでは成しえない学際的研究をおこなっていく

協働研究委員会を形成し、活発な学際融合を目指

して活動を行っている。この取り組みは「九州大

学 人社系協働研究コモンズ」と命名されており

学内外で活発に活動を行っている。 
コモンズは以下の４つの指針に基づいて教育

研究実践を行っている２。 
指指針針１１［［超超ススママーートト社社会会］］  

現代社会においては、社会のあらゆる場面にお

いてヒト・モノ・コトに関する情報がデータ化さ

れるとともに、そうしたさまざまなデータが蓄積

された「ビッグデータ」の分析および利活用がな

されている。これによって、あらたな経済的・社

会的価値が創出される一方で、その乱用が社会に

もたらす弊害に対する懸念も広がりつつある。 
そこで、サイバー空間と現実空間の融合が展開

する「超スマート社会」の実現にむけて、データ

の保護と利活用のありかた、データの集積・流通

をになうプラットフォームの役割と責任のあり

かた、サイバー空間のルールと現実空間のルール

の調整のありかたについて、ビッグデータの分析

および利活用を通じて検討をおこなう。 
指指針針２２［［持持続続可可能能なな開開発発目目標標  ((SSDDGGss))とと循循環環経経済済］］  

持続可能な開発目標（SDGs）を達成するために

は、これまで人類が歩んできた「採って、作って、

捨てる」の非効率的な一方通行型の経済システム

から脱却し、資源の稼働率向上を目指した経済シ

ステムへの転換が必要不可欠である。そこで、循

環経済の視点から資源利用効率の改善に加えて

「シェアリング・エコノミー」や「製品のサービ

ス化」といった新たな経済活動を分析対象とし、

SDGs 達成に向けた政策提言をおこなう。 
指指針針３３［［アアジジアアにに開開かかれれたた九九州州］］  
九州大学に特有の学際的・異分野融合的研究と

して、過去から現在にいたるまで一貫してアジア

に開かれた場であり続けてきた、九州の持つ地勢

的・文化的特性に即した研究を実践する。アジア

と九州とのあいだに生起してきた多様な関係性

を、歴史や文化の中に検証し再確認する作業をと

おして、九州大学のアジア・オセアニア研究教育

機構が掲げる課題とも連携させながら、現代社会

の問題解決や近未来へ橋渡しできる有効な視点・

共生のための知恵をさぐっていく。 
指指針針４４［［人人社社系系学学問問のの形形成成史史］］  

人社系諸学は、概して近代以降、西洋の学問体

系を規範とし、それまでの諸学を再編して形成さ

れてきた歴史がある。これらの学問の形成史の再

検討によって、学問の発展を促進し、全体を束ね

る学問体系を支持し、時として、現在の私たちさ

えも無自覚に前提としている近代特有の思考法

や制度を明らかにする。さらに人社系諸学の成り

立ちを知り、近代特有の思考法や制度を相対化す

る議論をとおして、今日求められている学際や異

分野融合に結びつく領域横断的思考を、柔軟かつ

豊かに共有していく。 
 
22..11 ココモモンンズズににおおけけるる EELLSSII へへのの取取組組みみ  

2022年度と2023年度のコモンズの取組とし

て、ELSI について九州大学の学内へ向けた普

及啓発の促進が取り上げられた。 
コモンズにおける問題意識は以下の通りで

ある。 
ELSI に関しては、近年の科学技術政策やビ

ジネスなどの文脈において関心が高まってい

る一方で、学内の研究者に対して「どのような

貢献を求められているかわからない」「自分野

とどのように関係するかわからない」といった

消極的な声が聞かれることが多い。現時点で

ELSI に対して何かしらの関わりあいを持って

いる研究者の多くも、いわば「にわか仕込み」

のような格好で研究に従事していることが多

いのではないかという印象がある。そこで、先

ずは ELSI 概念の普及啓発を目的とした講演会

をコモンズとして企画し開催した。 
2023 年 3 月 13 日にオンラインによる「なぜ

今、ELSI が求められているのか？」と題する
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講演会小林を講演者として開催した。主な対象

者としては九州大学学内の教員、特に人文・人

間環境・経済・法の各研究院の教員に向けて広

く参加を募ったものである。

 
 

 
図 「なぜ今、 が求められているのか？」

コモンズ第 弾企画告知リーフレット

 
続く第二弾の取組として、2023 年 10 月 18

日に九州大学 人社系協働研究・教育コモンズ 
企画「『人社系の知』と ELSI」（案）の開催を予

定している。この企画の趣旨は、以下の通りで

ある。 
【企画の趣旨】 

昨今の科学技術政策の⽂脈では、ELSI とい

う言葉がしばしば登場する。ELSI とは「倫理

的・法的・社会的課題（Ethical, Legal, and 
Social Issues）」という⾔葉の略記法で、AI を
はじめとした先端科学技術の研究開発と我々

の⽇常⽣活とが近接化しているという昨今の

社会状況において、特に重視されるようになっ

てきている。こうした問題は、科学技術と社会

の関わり合い方に関する問題であるため、科学

技術に関する専門的知見はもちろんのこと、人

文社会科学系諸分野の知見もまた必要となる。

しかしながら、多くの人社系研究者にとって科

学技術の研究開発は自分自身の研究と関係の

ある出来事だとは感じられないであろうし、ど

のような専門性を発揮することが期待されて

いるのかということさえ、判然としない部分も

少なくないだろう。こうした状況を踏まえ、本

シンポジウムでは、ELSI に関する現状の取組

について紹介した上で、こうした取組に対して

⼈社系研究者がどのような寄与をすることが

可能なのか（あるいは、そもそも寄与する余地

があるのか）という問題を、実際に⼈⽂・社会

科学諸分野の研究に従事する研究者を交えて

論じることとする。 
以上である。 
この「『人社系の知』と ELSI」（案）開催によ

って、九州大学の学内研究者－特に人社系研究

者を中心とした ELSI についての議論を活発化

させるための契機としたいと発表者らは意図

している。 
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22..22 ココモモンンズズととししててのの EELLSSII へへのの今今後後のの取取組組

みみのの狙狙いい  
2021 年（令和 3 年）4 月 1 日、四半世紀ぶり

の改定を経て「科学技術・イノベーション基本

法」が施行された。改定の重要なポイントして、

旧基本法の第一条中に存在した「科学技術（人

文科学のみに係るものを除く。以下同じ。）の振

興」から（ ）内が削除されたものである３。こ

れによって「人文科学」も、わが国の科学技術

政策（あるいは科学技術イノベーション政策）

の象範囲に含まれることになった。このことが

わが国の人文科学系研究者にとって何を意味

するものとなるのか？ 
九州大学人社系協働研究コモンズでは、学内研

究者との双方向のコミュニケーションを通し

て共に考え、研究者としての社会的な責務を果

たしていきたいと考えている。 
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１ 科学技術イノベーション政策における『政策のための科学』推進事業の詳細は次の WEB ページを参照。

https://scirex.grips.ac.jp/ 
２「九州大学 人社系協働研究コモンズ」の４つの指針の詳細については次の WEB ページを参照。 
http://commons.kyushu-u.ac.jp/collaborative/policy.html 
３ 科学技術基本法等の一部を改正する法律の詳細については次の WEB ページを参照。 
https://www.shugiin.go.jp/internet/itdb_housei.nsf/html/housei/20120200624063.htm 
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